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 2019年４月１日、新年度がスタートしました。 
今年は、いつもと一味違う４月１日であったのではないでしょうか。 
日本中の国民一同そろって、新しい元号の発表にわくわく、ドキドキした日でした。 
思い起こせば、30年前の元号発表は、昭和天皇崩御直後でしたから、わくわく、ドキドキではなく、 
神妙な、ははーといった感じでした。 
私は、発表の瞬間を見るために診察をかねて病室に行きましたが、「遅れてるんですよ」と患者さん。 
結局、スマホのライブ中継で発表を待ちました。 
「診療もせずに・・」という声が聞こえてきそうですが、検査が早く終了していたのですよ。 
そして、 
【令和】人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つという意味。 
・・・厳しい寒さの後に春の訪れを告げ、見事に咲き誇る梅の花のように、一人一人の日本人が明日へ
の希望とともにそれぞれの花を大きく咲かせることができる、そうした日本でありたいとの願い。安倍
総理は会見で、平成で最も売れたシングル曲『世界に一つだけの花』を引用。驚きましたが、わかりや
すかったですね。作詞した槙原敬之氏は、『仏説阿弥陀経』の「青色青光、黄色黄光、赤色赤光、白色
白光」という一節が元になったと語っています。浄土には様々な色の蓮の花が咲き乱れており、それぞ
れが輝き、それぞれの個性を認め合い存在しているという意味。この一節はインパクトがあり、私も好
きな部分でしたので、なおさらこの曲に惹かれたものです。 
当院も、『いま求められている医療の最高レベルを目指すとともに明日の医療のあり方に機能しよう』
という理念のもと、各科・各部署のプロフェッショナルが、それぞれの花を咲かせ、 
連携して、地域の皆さまに信頼されるよう一層努力する所存でございます。 
地域包括ケア病棟もリニューアルし、在宅療養への架け橋のみならず、レスパイト入院も 
積極的に受け入れております。どうぞ遠慮なく地域医療連携室へご相談ください。 
  ～令和の決意～ 

    れんけい室スタッフ一同は 

     いつも皆さまが 笑顔で過ごせるように 

      わげんあいご(和顔愛語)で 人の和 地域の輪をつなげていきます 
 

 地域医療連携室 室長 挨拶                       消化器内科部長 荒滝 桂子 
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  下記６名は3月31日を以て退職しました。在職中は大変お世話になりました。 

４月より土谷総合病院の人工臓器部で働
かせていただいてます。患者さんに寄り添った
医療を心がけていきます。よろしくお願いいたし
ます。 

人工臓器部 

田中 芳樹 
（H27年卒） 

①スポーツ観戦が好きで、僕自身は小学
校からバスケットボールを始め、社会人に
なっても細々と継続しています。 
②一意専心 

循環器内科 

小栗 直人 
（H27年卒） 

①スポーツ観戦 
②恒産なきものに恒心なし 

この度4月1日より循環器内科に赴任しました。 
開業医の先生方の診療に少しでも貢献できる
よう努力致す所存でございますので、何卒御指
導・御鞭撻の程宜しく御願い致します。 

循環器内科 

岡本 大輝 
（H27年卒） 

  ①ドライブと旅行 
  ②経験に勝るものなし 

耳鼻咽喉科 

川住 知弘 
（H25年卒） 

非常勤 隔週木曜日 

初めまして。今年4月より赴任いたしました。
宮崎県出身、広島は13年目、医師として
6年目になります。よろしくお願いいたします。 

人工臓器部 

板倉 崇帆 
（H26年卒） 

①音楽鑑賞、ドライブ、旅行 
②健康第一 

腎臓関連疾患や透析を主とし、様々な医療に携
わっていこうと考えています。今まで培った経験を活か
し、また新たな医療を学び、皆様の健康に微力なが
ら貢献していく所存ですので、よろしくお願いします。 

はじめまして。卒後7年目でまだまだ未熟者です
が、周囲の方に助けていただきながら少しでも皆
様のお役に立てるよう日々勉強、尽力して参りた
いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

広島大学病院から赴任いたしました。地域
の皆様のお役にたてるように尽力いたします
ので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

人工臓器部 

若本 晃希 
（H22年卒） 

  ①読書 
  ②温故知新 

人工臓器部 

小笠原 舞 
（H25年卒） 

 ①旅行、食べ歩き 
 ②継続は力なり 

人工臓器部 

佐藤 彩加 
（H25年卒） 

  ①旅行、ハイキング 
  ②一飯之恩 

2019年度 新 任 医 師 の 紹 介 

①趣味・特技 ②座右の銘・モットー 

退職医師 

この4月より赴任してまいりました。以前は尾道総合病院
にて2年間循環器内科として勤務しておりました。広島市
の医療に携われることを大変うれしく思っております。1日で
も早く皆様に信頼される医師になれるよう精進してまいりま
す。ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

（６月より当院へ赴任予定） 



各居室・廊下・ナースステーションの内装を
新たにし、さらに清潔感が増しました。 
また廊下に洗面台スペースを増設しました。 

before 

after 

ナースステーションは、ワーキン
グテーブルを側面に配置し、
中央のオープンスペースを広く
取り、集団リハビリテーション等
活動の場としても利用してい
ます。 

地域包括ケア病棟をリニューアルしました 

地域包括ケア病棟に関する問い合わせは、地域医療連携室まで♪ 

集団リハビリテーション 

（写真の掲載についてはご本人の了承を得ています） 

午前、昼食後、夕方の3回、ストレッチ・6分間歩行・立位バラ
ンスなど、患者様の体調に合わせて集まってもらっています。 
理学療法士と看護師が一緒にかかわり、少しずつ、在宅生活
に向けて準備をしていきます。 
 



約1ヶ月間にわたる教育プログラム（座学、技術研修、実地研修など）を実践して各部署に配属となります。新人
さんも指導する側も有意義な時間を共有していました。 
「看護実践において重要なのは、経験年数ではなく経験の『質』である」byパトリシア・ベナー(看語学者)という考え方に基づき、
看護部全体で成長を見守ります。1年後がとても楽しみです（*^_^*） 

今年度は、3名の助産師と30名の看護師を迎えました 

[医療安全について：危険予知トレーニング・伝言ゲーム] 
 

[看護記録について(左)感染対策(中)宿泊研修(右）] 
 

各教室のご案内 場所：８階会議室  参加費：無料  ＊当日参加も歓迎！ 

疾患を持つ方とそのご家族、又は興味のある方ならどなたでも参加できます 

教室名/時間 月日 内容〔担当〕 お問い合わせ 

慢性腎臓病の食事教室 

14:30～15:30 

5/15 

水 

「たんぱく制限」について（基礎） 

医師/管理栄養士/看護師 

腎疾患関連 
統括師長 
(渡部） 

6/5 「エネルギー」の摂り方 

7/3 「カリウム」の控え方 

慢性腎臓病教室 

10:30～11:30 

5/21 

火 

慢性腎臓病の基礎知識 

医師/薬剤師/管理栄養士/看護師 6/18 生活習慣と慢性腎臓病 

7/16 血圧と慢性腎臓病 

心臓病教室 

14:30～15:30 

5/13 

月 

運動について                          〔理学療法士〕 

心臓血管 
センター 

6/7(金) 心臓の病気について                         〔医師〕 

7/1 お薬について                            〔薬剤師〕 

糖尿病教室 

14:00～15:00 

5/10 

金 

生活習慣病と動脈硬化                                          〔医師〕 

お薬窓口 
5/24 アルコールと間食について ～その一口 何キロカロリー？～   〔管理栄養士〕     

6/14 糖尿病の検査について                     〔検査技師〕 

6/28 糖尿病の知識  嘘と本当                     〔医師〕 

肝臓病教室 

14:30～15:30 

5/27 

月 

脂肪肝にさよならする方法 /肝臓病の栄養について  〔医師/栄養士〕 

 北外来 6/24 肝臓病の運動療法                        〔理学療法士〕 

7/22 肝臓病の薬/ 肝臓・最近の話題             〔薬剤師/医師〕    

発行元：医療法人あかね会 土谷総合病院 地域医療連携室        
〒730‐8655   広島市中区中島町3‐30 

TEL：082‐243‐9222   FAX：082‐243‐9223   


